Let’s note でのWindows 7でのegs5テストのまとめ
2010年7月14日
平山　英夫

１．テキストエディタのインストール

　http://jp.emeditor.com/modules/download2/rewrite/tc_5.html
からEmEditor free をダウンロードする。現在のバージョン 6.00.4
　ダウンロード先として、デスクトップを選ぶと、デスクトップに保存できる。

　　c:\Program Files\EmEditorにインストール

　　Windows 7上で問題なく使用できる。

　◎デスクトップにショートカットキーを作成する方法
　　「スタート」―＞「すべてのプログラム」―＞EmEditorを右クリックー＞
　　　　　　　　　　「送る」―＞デスクトップ（ショートカットを作成）

２．インストール手順に沿ったCygwinのインストール

Cygwinのインストール法に沿って、c:\にインストール

g77のテストのために、EmEditorで、mytest1.fを作成する場合、名前を付けて保存で、mytest1.fとすると、mytest1.f.txtというテキスト形式で保存されるので、Cygwinで

mv mytest1,f,txt mytest1.f

により変更する必要がある。ファイル属性のついたファイルを開いた場合には、その属性で保存される。

３．最新のegs5システムをインストールする

　c\cygwin\home\egsuserにインストールする。

egs5runのホームディレクトリーを変更して、egs5のテストを実行

正常に終了。

  uc**.data (CG入力)は、DOS形式であることが必要。（ucphantomcgvで確認）

◎Cygwinでテスト後にDOS版のテストを行う場合は、リンクファイルとpgs5job関係のファイルを”egs5run cl”と入力して削除しておく必要がある。

４．DOS版のテスト
４－１　解凍ソフト

http://www.forest.impress.co.jp/lib/arc/archive/archiver/lhaplus.html
からlhaplusをダウンロードし、インストール

４－２　g77のインストール

http://www1.doshisha.ac.jp/~jmizushi/g77.html
の手順に沿って、g77exe.zip，g77lib.zip，g77doc.zip
をダウンロードする。lhaplusを用いて解凍する。どのファイルも、g77というフォルダーとなるので、最初のg77exe.zipを解凍し、フォルダー g77ごと、c:\に移動する。
その後は、解凍後g77　フォルダー内のファイル等を、c;\g77にコピーする。

４－２－１　PATHの設定

　コントロールパネルのデフォルト表示では判りにくいので、メニュー表示にする方が良い。

　　タスクバーの何も表示されていない部分を右クリックー＞「プロパティ」―＞
　　「スタート」―＞「カスタマイズ」の一覧―＞「コントロールパネル」の「メニューとして表示する」をオンにしてOK
　コントロールパネル－＞「システム」－＞「詳細設定」－＞「環境変数」－＞

　　　「ユーザー変数」

　　PATHを選択し、編集で、最後に；c:\g77\binを追加する。

４－２－２. junction.exe

http://technet.microsoft.com/ja-jp/sysinternals/bb896768(en-us).aspx
　から　junction.exeをダウンロードし、PATHが設定されているフォルダー(例えば、上記の c:\g77\bin)に保存。

４－３　egs5run.batのテスト

egs5run.batのSET BASKETをインストールしたegs5のディレクトリーに変更してegs5のテストをする。
　　正常に、実行

４－４　gfortranのインストール

http://gcc.gnu.org/wiki/GFortranBinaries
から、installerを選択し、gfortran-windows.exe　　(Dated 2010-03-24)　Ver 4.6.0

をダウンロードする。このファイルを実行し、デフォルトのc:\Program Files\gfortranにインストールする。PATHの設定も自動的にされる。

　コマンドプロンプトで、

   gfortran --version

  により、バージョン情報が表示されれば、正常にインストールされている。

　
Cygwinの中にインストールする場合は、Cygwinのインストール時に、

develの

gcc4-fortranにチェック印を入れることにより、g77と同じようにインストールされる。コンパイラーは、gfortran-4 で、DOSの場合とコマンドが異なるので注意すること。

　  gfortran-4 --version

  により、バージョン情報が表示されれば、正常にインストールされている。

 　(現在のバージョンは、4.3.4)
５．CGviewのインストールとテスト
　　講習会のページから、cgview-2.4.0.exeをダウンロードし、
　　c:\Program Files\cgviewにインストール

　egs5run.batで作成したpicファイルを読み込み、飛跡が表示されることを確認
６．Speedの比較

DOS Versionで、ucphantomcgv.fを用いたテスト

	Compiler
	Dimension 3100C

 Pentium 4 3.4GHz

 Windows XP
	Let’s Note CF-F9

 Intel Core 2.4GHz

 Windows 7

	g77
	   117.73 sec
	  65.67 sec

	gfortran
	   117.69
	  55.93

	Lahey Fortran
	    85.90
	


